
芹
沢
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・
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沢
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装
幀

『
石
器
時
代
の
日
本
』
出
版
の
思
い
出

芹 

沢 

恵 

子

　
　

　

美
術
工
芸
館
５
F
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
く
と
、
目
の
前
の
陳
列
ケ
ー
ス
に
、
そ
れ
は
丁
寧
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
も
の
展
示
室
の
ワ
ン
・
シ
ー
ン
で
あ
る
。
著
者
は
芹
沢
長
介
、
装
幀
は
父

の
銈
介
、
そ
し
て
私
も
少
な
か
ら
ず
出
版
に
か
か
わ
っ
て
、
三
者
で
完
成
さ
せ
た
と
も
い
え
る
、

渾
身
の
一
冊
で
あ
る
。

　

出
版
元
、
築
地
書
館
の
一
室
で
、
熱
心
な

館
主
の
土
井
庄
一
郎
氏
も
加
わ
っ
て
原
稿
を

揃
え
、
写
真
や
図
版
を
選
ん
だ
こ
と
を
、

き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
せ
る
。

今
、
函
の
背
表
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
た

小
さ
な
泥
岩
製
の
勾
玉
（
未
成
品
）
は
、

そ
の
よ
う
な
時
に
「
こ
れ
、
い
い
ね
。」
と

選
ば
れ
た
、
私
が
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。

大
変
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

本
文
中
に
は
、
亀
が
岡
式
土
器
の
実
測
図

や
拓
本
、
原
稿
も
多
く
取
り
上
げ
て
も
ら

え
た
。
こ
れ
ら
は
、
卒
業
時
の
学
部
と

修
士
論
文
の
一
部
で
あ
っ
た
。



　『
石
器
時
代
の
日
本
』
と
い
う
考
古
学
の
専
門
書
に
、「
馬
淵
川
の
ほ
と
り
」
な
る
私
の
「
岩
手
県

雨
滝
遺
跡
調
査
日
録
」
を
載
せ
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
時
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
と
躊
躇
し
た
が
、

む
ず
か
し
い
専
門
書
で
あ
り
な
が
ら
、
芹
沢
長
介
の
や
わ
ら
か
な
解
説
の
語
り
口
に
違
和
感
な
く

私
の
発
掘
日
誌
は
お
さ
ま
っ
て
、
安
堵
し
た
。

　
遺
跡
の
発
掘
は
北
か
ら
南
ま
で
数
多
く
参
加
し
た
が
、
本
文
中
に
報
告
さ
れ
た
雨
滝
遺
跡
は
、

土
器
や
石
器
、
土
偶
、
岩
版
な
ど
出
土
遺
跡
の
豊
富
さ
と
と
も
に
、
忘
れ
ら
れ
な
い
最
高
の
遺
跡
で

あ
っ
た
。

　
考
古
学
ひ
と
筋
に
研
究
を
続
け
て
来
た
長
い
道
の
り
は
、
こ
の
『
石
器
時
代
の
日
本
』
に
ひ
と
つ

の
到
達
点
を
記
せ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
古
び
た
雰
囲
気
が
好
み
で
あ
っ
た
。
中
学
時
代
の
北
鎌
倉

で
は
、
通
学
路
が
寺
院
の
境
内
だ
っ
た
。
高
校
に
入
学
し
た
或
る
時
、
考
古
学
者
・
和
島
誠
一
先
生

の
刺
激
的
な
講
演
に
接
し
、
古
墳
に
強
く
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
思
い
は
高
じ
て
、
古
墳
研
究

の
権
威
・
後
藤
守
一
先
生
の
も
と
へ
と
、
明
大
の
門
を
た
た
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
明
大
考
古
学
研
究
室
は
活
気
に
あ
ふ
れ
、
芹
沢
長
介
を
中
心
に
、
未
知
の
時
代
へ
の
研
究

が
意
欲
的
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
。
私
の
考
古
学
の
興
味
は
、
古
墳
か
ら
、
次
第
に
縄
文
時
代
へ

と
向
か
っ
て
ゆ
く
。
研
究
者
へ
の
道
の
り
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

 

や
が
て
時
代
を
経
て
、
そ
の
途
上
に
、『
石
器
時
代
の
日
本
』
の
出
版
は
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 

わ
が
人
生
の
、
記
念
す
べ
き
最
高
の
一
冊
で
あ
っ
た
。

 

芹
沢
長
介
著
・
芹
沢
銈
介
装
幀

『
石
器
時
代
の
日
本
』

（
築
地
書
館
　
一
九
六
〇
年
六
月
）

 [

写
真]

 

芹
沢
銈
介
装
幀
（
文
字
デ
ザ
イ
ン
・
写
真
レ
イ
ア
ウ
ト
）

　
函
・
表
　
紙
：
遮
光
器
土
偶
（
縄
文
時
代
晩
期
）

　
函
・
背
表
紙
：
泥
岩
製
勾
玉
（
縄
文
時
代
晩
期
・
岩
手
県
雨
滝
） 

　
函
・
裏
表
紙
：
香
炉
型
土
器
（
縄
文
時
代
中
期
・
長
野
県
井
戸
尻
）
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